
漸化式

回漸化式 の 数列 の 2項間以上 で 成 り 立 つ 関係式
。 誘導あり (おきかえ型 ) の漸死式 の 解き 方
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immn漸化式

← 前 の 項 に 2 (公差) を足 すと 次 の項 になる 。
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Anti :
,
an :

流れ
漸化式 の 基本形

. ( 等差型 ) I

.形では困難
1ann式 )

→ おきか

5 lan)
hn+に 1 n の 式)

2
.

(等比型 )
基本形 に 4 になるはず。

3 (階差型 )
7

2
. 1 µn との 漸化式を 解 いて 、 一般項 an を 求める 。
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おきかえの式 ( An = flan) )で an を 消去し 、一般項 an を 求める 。

☆ 3
. Ant = antfin 」 は 数列 3 any の 階差数列 を { ba } と

すると 、 Ant 、
- an = bn (定義 ) より

、

An = fen ) であり 、

{an との 漸化式の 作 り 方
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fiK し n ミ 2 ノで an を 求めれる 。

(方法 い

Antに ( Ani の 式 ) ← おきかえの式 An = flani の n を nt 1 にする
☆ 一般的に 基本形はい3 のことを 指 すが、 この 後出 てくる

= [ An の 式) ↓ { an との漸化式 を利用
「

おきかえ型
」
の 漸化式では 、 おきかえた後

、

4 の 形 に

= 1 an の式 ) ↓ flan ) の 形 になるように式変形 する
なり

、

誘導 なしでスラスラ 解けないといけないので 、

基本形に 入 れてある 。

(方法 2 )

bn+ 、
= flanx 、 } なので 、Ant に (an

の式 ) の 両辺 に

適当 な 操作 を 行い 、左辺 を f(an + 、 」 の 形 にして

Ant= ( An の 式 ) を 作 る 。


